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フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

事
業
に
つ
い
て

問　
子
ど
も
を
預
け
た
い
人
と
、
預
か

る
人
に
よ
る
会
員
組
織
で
あ
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
事
業

拡
大
の
た
め
、
初
回
利
用
料
助
成
制
度

を
設
け
た
と
の
こ
と
だ
が
、
利
用
者
の

リ
ピ
ー
ト
率
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
63
人
の
利
用
者
の
う
ち
、
32
人
が

再
び
利
用
し
て
お
り
、
リ
ピ
ー
ト
率
は

約
50
％
で
あ
っ
た
。

要
望　
事
業
の
一
層
の
充
実
・
拡
大
を

図
る
た
め
に
も
、
初
回
利
用
料
助
成
制

度
の
利
用
者
に
対
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
制
度
の

さ
ら
な
る
周
知
に
努
め
て
ほ
し
い
。

福
祉
施
策
に
お
け
る
行
政
の
在
り
方
に

つ
い
て

生
ご
み
減
量
推
進
事
業
費
に
つ
い
て

意
見　
相
当
の
期
間
、
生
ご
み
の
減
量

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
は
だ
の
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
搬
入
量
は
、
予
定

し
た
年
間
処
理
量
よ
り
も
６
８
０
５
㌧

超
過
し
て
い
る
。
現
状
の
ま
ま
で
は
、

今
後
、
新
た
な
焼
却
施
設
を
建
設
す
る

必
要
が
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

生
ご
み
の
減
量
に
係
る
費
用
を
基
金
と

し
て
積
み
立
て
、
将
来
の
投
資
に
備
え

た
方
が
良
い
と
考
え
る
。

ホ
タ
ル
の
生
息
区
域
確
保
に
つ
い
て

要
望　
千
村
生
き
物
の
里
周
辺
の
水
路

を
ホ
タ
ル
の
生
息
に
支
障
を
き
た
す
恐

れ
が
あ
る
た
め
整
備
し
た
が
、
新
た
な

生
息
区
域
確
保
の
た
め
、
幼
虫
が
住
み

や
す
い
ホ
タ
ル
ブ
ロ
ッ
ク
に
変
え
る
な

要
望　
障
害
者
自
立
支
援
法
に
は
、
福

祉
施
設
を
拠
点
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
推
進
を
図
る
目
的
が
あ
る
が
、

現
実
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、

現
場
の
実
態
は
、
職
員
の
定
数
配
置
や

処
遇
の
問
題
も
含
め
、
厳
し
い
環
境
に

あ
る
中
、
公
益
事
業
と
し
て
の
運
営
を

行
う
た
め
、
最
大
限
の
努
力
が
な
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
本
市
に
求

め
ら
れ
る
役
割
は
非
常
に
大
き
い
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
個
性
を
持
つ
一
人
一
人
が

地
域
で
安
心
し
な
が
ら
、
安
定
し
た
生

活
を
送
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
ほ
し
い
。

乳
が
ん
検
診
の
対
象
年
齢
拡
大
に
つ
い

て要
望　
本
市
で
は
国
の
指
針
に
基
づ
き
、

乳
が
ん
検
診
は
40
歳
以
上
、
子
宮
頸
が

ん
検
診
は
20
歳
以
上
を
対
象
に
実
施
し

て
い
る
が
、
平
成
24
年
の
国
立
が
ん
セ

ン
タ
ー
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
30
歳
代
で

の
乳
が
ん
罹
患
率
は
、
子
宮
頸
が
ん
の

約
１
・
９
倍
と
な
っ
て
い
る
。
国
の
動

向
に
先
駆
け
て
、
乳
が
ん
検
診
の
対
象

年
齢
を
拡
大
し
、
罹
患
率
が
急
増
す
る

ど
の
整
備
を
進
め
て
ほ
し
い
。

家
庭
用
小
型
合
併
浄
化
槽
設
置
奨
励
補

助
金
に
つ
い
て

意
見　
平
成
27
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
、
市
街
化
調
整
区
域
内
の
浄
化
槽
実

態
調
査
の
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
今
後

の
助
成
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、
対
象
者
の

拡
大
を
含
め
た
検
討
を
す
べ
き
で
あ
る
。

秦
野
落
花
生
生
産
支
援
事
業
費
に
つ
い

て問　
本
市
の
特
産
農
作
物
で
あ
る
落
花

生
の
生
産
性
向
上
の
た
め
支
援
を
し
て

い
る
が
、
そ
の
効
果
は
ど
の
よ
う
か
。

ま
た
、
今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
の

考
え
は
ど
う
か
。

答　
平
成
22
年
度
か
ら
、
品
質
と
収
量

の
向
上
に
必
要
な
生
産
資
材
の
購
入
費

に
対
す
る
助
成
と
し
て
、
10
ア
ー
ル
当

た
り
２
万
円
を
補
助
し
て
お
り
、
過
去

５
年
間
の
補
助
対
象
面
積
は
約
５
０
４

１
ア
ー
ル
で
あ
る
。
ま
た
、
今
後
は
、

掘
り
取
り
体
験
を
活
用
し
た
観
光
農
業

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
き
た
い
。

30
歳
以
上
か
ら
実
施
し
て
ほ
し
い
。

い
じ
め
対
策
に
つ
い
て

問　
平
成
27
年
３
月
、
い
じ
め
防
止
基

本
方
針
を
策
定
し
、
６
月
に
は
、
い
じ

め
問
題
対
策
調
査
委
員
会
を
設
置
し
た

が
、
そ
の
概
要
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
本
市
の
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
に

基
づ
く
取
り
組
み
の
在
り
方
、
ま
た
、

そ
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
の
調
査
・

研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
い
じ
め
を
原

因
と
し
た
長
期
欠
席
や
自
殺
と
い
う
重

大
事
態
が
発
生
し
た
時
に
調
査
を
行
う

組
織
で
あ
る
。
27
年
度
は
重
大
事
態
の

発
生
は
な
か
っ
た
が
、
３
回
開
催
さ
れ

た
調
査
委
員
会
で
は
、
大
学
教
授
、
弁

護
士
、
精
神
科
医
な
ど
、
各
委
員
が
さ

ま
ざ
ま
な
見
地
か
ら
調
査
・
研
究
を
行

っ
た
。

要
望　
子
ど
も
の
命
を
守
る
の
は
大
人

の
責
任
で
あ
る
。
強
い
決
意
を
持
っ
て

い
じ
め
の
未
然
防
止
に
努
め
て
ほ
し
い
。

不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援
に
つ
い

て要
望　
平
成
27
年
度
の
「
教
育
支
援
教

室
い
ず
み
」
へ
通
っ
て
い
る
児
童
・
生

要
望　
収
穫
す
る
上
で
、
手
間
が
か
か

る
脱
穀
作
業
に
つ
い
て
は
、
機
械
化
の

導
入
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
生
産
性
の

向
上
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

助
成
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
ほ
し
い
。

観
光
協
会
補
助
金
に
つ
い
て

意
見　
本
市
の
観
光
振
興
を
図
る
た
め
、

秦
野
駅
観
光
案
内
所
の
運
営
や
、
和
太

鼓
振
興
な
ど
の
観
光
魅
力
創
出
事
業
を

行
う
と
と
も
に
、
観
光
宣
伝
な
ど
の
担

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

次
の
事
業
執
行
に
問
題
が
あ
る
こ
と

か
ら
反
対
す
る
。

①
市
税
滞
納
者
の
生
命
保
険
を
差
し
押

さ
え
し
て
い
る
こ
と
。

②
土
地
収
用
手
続
き
に
関
し
て
法
律
を

遵
守
せ
ず
、
市
民
の
税
金
が
二
重
に
支

出
さ
れ
た
こ
と
。

③
表
丹
沢
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
森
林

遊
び
場
（
仮
称
）
整
備
事
業
を
土
砂
災

害
警
戒
区
域
内
で
計
画
し
て
い
る
こ
と
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

新
興
国
の
景
気
減
速
や
消
費
税
増
税

の
影
響
で
、
景
気
回
復
が
遅
れ
る
中
、

本
市
は
財
政
の
健
全
性
を
着
実
に
維
持

し
つ
つ
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
と

い
う
課
題
に
も
正
面
か
ら
向
き
合
い
、

持
続
可
能
な
魅
力
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
、

定
住
化
促
進
住
宅
「
ミ
ラ
イ
エ
秦
野
」

の
整
備
着
手
や
、
小
・
中
学
校
に
お
け

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
な
ど
、
次
代
を

担
う
世
代
へ
の
支
援
と
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
み
、
未
来
へ
向
け
た
投
資
が
行

わ
れ
た
一
年
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
一
層
の
歳
入
確
保
や
徹
底
し

た
歳
出
の
見
直
し
の
ほ
か
、
財
政
調
整

基
金
の
有
効
活
用
な
ど
で
市
債
発
行
額

を
抑
制
し
た
こ
と
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ

ラ
ン
ス
の
黒
字
を
確
保
し
た
こ
と
は
評

価
す
る
。

　

引
き
続
き
、
行
財
政
改
革
の
積
極
的

な
推
進
を
図
り
、
新
東
名
高
速
道
路
秦

野
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
仮
称
）
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
を
契
機

と
し
た
地
域
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
拡

大
や
、
秦
野
赤
十
字
病
院
の
分
娩
再
開

お
よ
び
八
木
病
院
で
の
分
娩
開
始
に
向

け
た
一
層
の
働
き
か
け
、
少
子
高
齢
化

社
会
に
対
応
し
た
教
育
、
福
祉
、
医
療
、

介
護
の
充
実
、
そ
し
て
友
好
都
市
提
携

を
推
進
す
る
こ
と
な
ど
、
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
や
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
な
ど
に
基
づ
い
た
取
り

組
み
を
進
め
ら
れ
た
い
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

認　

定
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

認　

定
（
賛
成
多
数
）

水
道
事
業
会
計

県
水
受
水
費
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

問　
平
成
27
年
度
の
年
間
給
水
量
に
占

め
る
県
水
受
水
量
は
22
・
７
％
で
、
経

常
的
経
費
で
あ
る
収
益
的
支
出
に
占
め

る
割
合
は
22
・
９
％
で
あ
る
と
の
こ
と

だ
が
、
今
後
の
見
通
し
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
広
域
水
道
企
業
団
へ
経
営
努
力
を

促
し
た
結
果
、
28
年
度
か
ら
県
水
単
価

が
、
平
均
で
７
・
９
％
引
き
下
げ
ら
れ

た
。
今
後
も
、
自
己
水
の
比
率
を
高
め

な
が
ら
、
県
水
受
水
に
係
る
費
用
の
低

減
に
努
め
て
い
き
た
い
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

水
道
料
金
に
消
費
税
を
課
し
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

お
い
し
い
秦
野
の
水
が
日
本
で
通
用

す
る
大
き
な
ブ
ラ
ン
ド
に
な
る
よ
う
、

ま
ず
は
行
動
に
移
し
て
ほ
し
い
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

認　
　

定
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

認　
　

定
（
賛
成
多
数
）

討

論

汚
水
・
雨
水
管
き
ょ
管
理
費
に
つ
い
て

問　
地
震
な
ど
の
災
害
時
に
管
路
が
破

国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計

下
水
道
事
業
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
が
都
道
府

県
単
位
へ
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

要
望　
平
成
30
年
度
か
ら
、
国
民
健
康

保
険
事
業
の
運
営
が
都
道
府
県
単
位
へ

移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
保
険
者

努
力
支
援
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
推
進
な
ど
の
成
果
を

県
が
評
価
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
っ
か

り
と
評
価
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
引
き

続
き
努
力
し
て
ほ
し
い
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

国
民
健
康
保
険
証
を
取
り
上
げ
、
資

格
証
明
書
を
発
行
し
続
け
て
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
反
対
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

認　
　

定
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

認　
　

定
（
賛
成
多
数
）

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

年
齢
差
別
を
や
め
負
担
増
と
な
る
現

行
制
度
を
廃
止
し
、
老
人
保
険
制
度
に

戻
す
べ
き
で
あ
り
、
反
対
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

認　
　

定
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

認　
　

定
（
賛
成
多
数
）

損
す
る
と
、
避
難
所
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
が
使
用
で
き
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

管
路
の
耐
震
化
は
重
要
だ
が
、
進
ち
ょ

く
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
公
共
下
水
道
総
合
地
震
対
策
計
画

に
基
づ
き
、
平
成
20
年
度
か
ら
国
の
交

付
金
を
活
用
し
て
、
管
路
の
耐
震
化
を

行
っ
て
い
る
。
緊
急
輸
送
路
な
ど
を
含

め
た
重
要
な
管
路
は
、
77
㌔
あ
る
が
、

そ
の
う
ち
28
年
度
末
ま
で
に
、
全
体
の

61
％
に
あ
た
る
47
㌔
は
完
了
す
る
予
定

で
あ
る
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

消
費
税
を
課
税
し
、
ま
た
、
受
益
者

負
担
金
は
、
都
市
計
画
税
と
二
重
負
担

と
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

下
水
道
審
議
会
に
料
金
改
定
が
諮
問

さ
れ
る
の
も
時
間
の
問
題
で
あ
る
が
、

大
き
な
幅
で
改
定
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

認　
　

定
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

認　
　

定
（
賛
成
多
数
）

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療

事
業
特
別
会
計

徒
数
は
14
人
で
あ
り
、
本
市
の
不
登
校

児
童
・
生
徒
数
に
対
し
て
、
そ
の
通
室

割
合
は
非
常
に
低
い
状
況
に
あ
る
。
不

登
校
に
な
る
要
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る

が
、
関
わ
り
方
次
第
で
は
、
子
ど
も
の

人
生
を
大
き
く
左
右
す
る
重
要
な
事
業

で
あ
る
。
一
人
で
も
多
く
の
児
童
・
生

徒
が
通
室
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り

に
努
め
る
と
と
も
に
、
通
室
で
き
な
い

児
童
・
生
徒
へ
の
個
別
支
援
に
つ
い
て

も
、
引
き
続
き
行
っ
て
ほ
し
い
。

い
手
で
あ
る
一
般
社
団
法
人
秦
野
市
観

光
協
会
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
た

と
の
こ
と
だ
が
、
人
口
規
模
が
同
程
度

の
県
内
各
市
と
比
べ
る
と
、
本
市
の
補

助
金
額
は
多
額
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

住
宅
の
耐
震
化
率
向
上
に
つ
い
て

問　
平
成
28
年
１
月
現
在
、
約
85
％
で

あ
る
が
、
32
年
度
ま
で
の
目
標
値
は
90

％
で
あ
る
。
目
標
に
向
け
、
耐
震
化
率

を
向
上
さ
せ
る
対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」
発
生
後
、

市
民
か
ら
の
耐
震
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
や
相
談
が
増
え
て
い
る
。
耐
震
化
に

対
す
る
市
民
の
意
識
を
低
下
さ
せ
な
い

た
め
に
も
、
効
果
的
な
啓
発
活
動
や
、

補
助
制
度
の
拡
大
・
拡
充
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

新
東
名
高
速
道
路
開
通
に
伴
う
戸
川
地

区
の
活
性
化
に
つ
い
て

要
望　
産
業
利
用
促
進
ゾ
ー
ン
の
整
備

は
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

供
用
開
始
ま
で
に
完
了
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と
の
協

議
を
積
極
的
に
行
っ
て
ほ
し
い
。

落花生掘り取り体験の様子

いじめの未然防止を

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
に
つ
い

て要
望　
認
知
症
高
齢
者
を
社
会
全
体
で

支
え
て
い
く
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
の
養
成
が
不
可
欠
で
あ
る
。
学
生
を

対
象
と
し
た
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
の
開
催
を
進
め
て
ほ
し
い
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

介
護
保
険
の
介
護
難
民
を
一
人
で
も

少
な
く
す
る
よ
う
、
独
自
の
施
策
を
展

開
す
べ
き
で
あ
り
、
反
対
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

認　
　

定
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

認　
　

定
（
賛
成
多
数
）

文 教 福 祉
分 科 会
福 祉 部

こども健康部

教 育 部

環 境 都 市
分 科 会
環 境 産 業 部
建設部・都市部
上 下 水 道 局
農業委員会事務局




